
人文学を構成する哲学・歴史学・文学の研究に共通する課題として、文献や資料に書かれた
内容を正しく解釈することがあります。この講座では、外国語やくずし字で書かれた文献資
料を対象として、翻訳・翻刻を参照しつつ一般の方にも分かりやすいように解説し、文献を
正しく読むことの愉しさが伝わるような講義を展開します。予備知識は必要ありませんので、
一緒に勉強しましょう。

時 間 ①13：00～14：30 ②14：40～16：10

対面：50名

2022

謎解き文献学 原文と解説で読み解く文献資料の愉しみ6

受講料 無料
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中世の芸術論を読む
講師：人間社会科学研究科 助教 高尾 祐太

第4回

12/17（土）

14:40～16:10

日本の文化を知るためには、中世の思想を探ることが不可欠です。しか
し、仏教の思考を駆使して展開される当時の思想は難解で、現代の我々
には馴染みの薄いものです。難しいけれども大事な中世の思想。本講義
では連歌師心敬の連歌論書（『ささめごと』等）を中心に、世阿弥の能
楽論書なども取り上げつつ、言葉と世界をめぐる彼らの思索を辿ってゆ
くことで、そんな中世の思想の一端に迫ってゆきます。

講座内容に関する
お問い合わせ先

人文社会科学系支援室（文学支援室）
電話:082-424-6602 メール bun-soumu@office.hiroshima-u.ac.jp

古文書からみる激動の幕末政治

第5回

12/24（土）

14:40～16:10
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